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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・接遇委員会から各病棟の患者様へ『患者様満足度アンケート』を実施したいと思います。

各病棟人数分袋へ入れ、配布しましたので、病棟ごとに患者様への協力を促すようお

願いします。お忙しいと思いますが、宜しくお願いします。
用紙が足りない等、何か問題がありましたら、北病棟Ｇ　鶴ヶ崎・紫波まで連絡くださ

い。
⇒北病棟では終了しています。

· 大下　良悦様の家族面談に関して 1/8（月）10時外来第1診察室にて川端Drと妹様と面談を行う予定です。面談内容については、北病棟に移棟に関してや今後の治療方針等、更に単独外出許可に関しての面談となっています。

・1/16より北病棟　川井さと子Cwが通所へ異動となります。それに伴い、川井Cwの担当業務の調整を検討しましたので報告します。
（受持ち担当）

工藤Nsとペアを組んでいますが、佐々木真季子SWへ移管予定

※佐々木真貴子Swの業務については1/5本人と面談後に検討します。
（病棟業務）

日常生活支援担当業務　鶴ヶ崎Cw・藤原MNs（責任者）
（治療プログラムサポート）

対人関係援助（レク）　太田Cw　加藤Cw（※加藤Cw運動療法兼務）
病棟スタッフ及び治療プログラム検討委員は担当業務を周知し引き継ぎ等宜しくお願いします。

· 広報委員会より、俳句の依頼がきています。お題は「初日」「年賀状」となっています。1/20（土）までに医事室・松林さんへ提出お願いします。

· 記録管理担当スタッフより、ご家族の面会があった際外泊・ランチ外出等勧めていき更に今後の方針等の情報を得た場合の内容や面会の様子等をカルテに記載して行く様にして、外泊・外出の日付の連絡を後日する等を伝えられたスタッフは病棟スタッフが統一出来る関わりを持てる様報告や記録をしていきましょう。

＜担当業務進捗状況報告＞

環境整備担当より

· 1月の環境整備予定表を当日の担当スタッフを記載し作成しています。スタッフルーム洗面所の壁に貼ってあります。

· 土・日曜日の空いている時間に担当スタッフを中心に皆で協力して行って下さい。

· 1/16以降は勤務表が出てから担当を決めたいと思います。

· 1/6～1/27は病室の掃除予定となっていますが、自分で出来る方には声掛け・確認し、出来ない方には介入し一緒に行って下さい。

· トイレットペーパーの補充個数の記入漏れが多いので、確実に記入しましょう。

· 毎日の掃除のチェック表への記入も忘れずに行って下さい。

記録管理担当スタッフより、

· ご家族の面会があった際外泊・ランチ外出等勧めていき更に今後の方針等の情報を得た場合の内容や面会の様子等をカルテに記載して行く様にして、外泊・外出の日付の連絡を後日する等を伝えられたスタッフは病棟スタッフが統一出来る関わりを持てる様報告の他に記録もしておきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 法霊崎　恵子様～5泊6日の正月外泊へ行かれており、本日10時30分頃帰院され

ています。服薬に関しては問題なく行えています。外泊中の様子について、ご家族より「手伝いもせず、寝てばかりで寝正月だった。気がゆるむんでしょう。食事は餅ばかり食べていた。」と話されていました。病棟では肥満傾向であり体重減少目的の為、歩行運動や間食を少なくするように促してきましたが本人には理解できていないようです。今後は、体重測定を行い体重増減を把握し、肥満解消へと関わっていきましょう。また、疲労感についても観察・確認していきましょう。

· 江刺家　恵子様～正月外泊中ですが、1/6（土）に帰院予定となっています。外泊

前に本人と受け持ちスタッフと話し合い、外泊中の目的として「自分で出来る事は自分で行う」と決定しています。帰院された時に関わったスタッフは疲労感の確認と外泊中の様子を本人、ご家族から伺って下さい。

· 坂本　のり子様～左耳介部腫脹の為、小坂Drの診察ありました。患部の腫脹強く、

悪化傾向、圧痛もあるとの事です。本人が処置を拒否される為、内服薬の服用で患部の症状の観察を行っていく様にとの事でした。ヨウフェナック（鎮痛消炎剤）、ダーゼン（酵素剤）　3×1本日夕～1月８日昼まで3日分臨時処方となっています。今後も引き続き、必要以上に患部に触れたりする事のない様、観察・確認を行うとともに洗面所にて洗う状況を見かけた際は声掛けし制止出来るよう関わっていきましょう。1月９日小坂Ｄｒ診察予定ですから、当日連絡して時間等再確認する様に周知徹底しましょう。

· 大上　なみ様～本日小坂Dr診察あり、脱肛部突出見られていますが小さくなってきて

いるとの事、疼痛はなく、出血は排便時に少量あるとの事でした。ネリプロクト軟膏1/7～1/20まで14日分継続処方となっています。引き続き脱肛部の観察、出血、疼痛の有無について確認し、清潔の保持をするよう促しながら悪化防止への援助をしていきましょう。
・本田　英之様～青山荘入所の申し込み用紙を提出していますが、青山荘スタッフより、入所についての面談を行いたいとの連絡がありました。1/9（火）15時30分から16時までとなっています。
＜猪股Dr診察報告＞

· 島浦　三千男様～12/22の問診時に主治医より尿臭があるとのお話がありましたが、

1/5深夜帯で尿臭が感じられるとの情報があります。本日の問診時には、主治医より年末年始の様子やトイレでの排尿の様子を聞かれていました。尿をズボンにかけてしまうとの事で、何故そうやって尿をかけてしまうのか考え、排尿時の工夫や対策を考えるようにとお話がありました。担当スタッフも関わって対処方法を検討していきケアプランに追記しましょう。

・五日市　規様～主治医より正月中の様子を問われると「正月はプログラムがあって

忙しくて良かった。へたな事を考えずに済んで…」と話されています。疎遠となっていた従兄弟様との事については「まだ、連絡はとれませんが先が見えてきた」と表情良く話されています。今後も本人の意思を確認しながら下平ＰＳＷと情報共有していき統一化した関わりをもって行ける様にしましょう。

· 沢田　三朗様～正月外泊中の様子について「楽しかった。雪が少なかったので雪か

きが出来なくて残念だった。」と話されていました。今後も、本人の体調を考えながら御家族との交流目的の為に外泊を勧めていきましょう。

· 井上　和美様～正月外泊に関して本人から車に酔う為と拒否する発言聞かれてい

ました。本日問診の際、正月外泊の感想を主治医から聞かれる前に「正月外泊に行きたくないと言っていたが、行って良かった。家はいいなぁ。」と表情良く報告されています。今後も、ご家族から外出泊の希望があった際は、本人に今回の外泊での事を振り返って頂き本人が拒否する事ないような関わりを行っていきましょう。


































